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●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）
　!klg110@town.kosa.lg.jp

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などがありましたら、お知

らせください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人３冊まで、８日間

クリスマスに向けて、世の中が

華やいだ空気に満たされ始める

ころ、そんな空気とはまったく

無縁の人たちがいた。倒産が決

まった会社で働く元恋人たち。

両親が離婚しそうな小学生男子。

図らずも裏家業に身を落として

しまった心優しいチンピラたち。

クリスマスにもたらされるささ

やかな奇跡の連鎖。涙と笑いの

感動で心が満たされる１冊です。

幻冬舎

小説

著者が贈るハートフル・クリスマス
有川 浩著 /『キャロリング』

心を育てる「もったいない」精神
真珠 まりこ作 /『もったいないばあさんのてんごくとじごくのはなし』

甘さ控えめスイーツのレシピも掲載
菌美女著 /『砂糖不使用 菌美女の「本みりん」レシピ』

「和食」が世界的に関心を集め

る中、日本でも伝統調味料「本

みりん」の底力が脚光を浴びて

いる。和食だけでなく、オニオ

ングラタンスープ、ニンジンの

ソムタム、みりんプリンなど、

エスニックやスイーツまで72種

のさまざまなレシピを紹介。今

まで知らなかった「本みりん」

の魅力満載。この１冊を読んで

作ってみてはいかかでしょうか。

主婦の友社

教育・娯楽

京セラ、KDDI を創業、JAL を再

建した名経営者・稲盛和夫氏と、

IPS 細胞を開発し、ノーベル賞

を受賞した山中伸弥京大教授の

異色対談。理系出身、父親は工

場経営者、挫折を繰り返した半

生、愛妻家…。意外な共通点を

持つ２人の成功の原点は、すべ

て失敗からだった。「若者よ、

どんどん失敗せよ」。熱いメッ

セージが心に届く１冊です。

朝日新聞出版

一般書

共通点を持つ２人の成功者の進化論
稲盛和夫・山中伸弥著 /『賢く生きるより辛抱強いバカになれ』

もったいないばあさんは、「もっ

たいないことしてないかい」と

いって、天国と地獄を見にいき

ました。天国にも地獄にも、同

じように大きななべに入った

スープと長いスプーンがありま

したが、ちがうのは…。やさし

い思いやりと感謝の気持ちがあ

れば、みんな笑顔になってもっ

たいないこともなくなりますね。

読み聞かせにもおすすめです。
講談社

児童書

　　　史上の人物に関心のある
　　　方、または時代劇映画な
どをご覧の方々には非常に興味
深くおもしろい日本史をご紹介
致します。
　俳優・高橋英樹さんが歴史上
の人物70人以上の役を演じら
れ、その多彩な体験を俳優なら
ではの視点で語っておられます。
　たとえば、自身の役づくりの
ため、その人物について詳しく

調べ、また、
活躍した当
時の場所へ
古 地 図 を
持って歩き
まわり、そ
の雰囲気を
出すことに
よって、よ

り一層のおもしろい作品にされ
たそうです。また、加藤清正が
造った熊本城にも足を運ばれ、
何度も往復して８時間近くも見
て歩かれたそうです。
　高橋さんは、こうしたことも
自分の中に吸収され、50年を
超える俳優の道を歩んでこられ
ました。この書も読めば読むほ
どおもしろく、うんちくにあふ
れています。
　その辺の歴史書より、はるか

に得るものは多いと思います。
ぜひ、ご一読ください。
　

歴 R
ead T

his S
tory!

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
　『高橋英樹のおもしろ日本史』（高橋 英樹著）

本田 正志さん
〔下豊内区〕

芸能界きっての“歴史通”である高橋
英樹による痛快歴史エッセイ。“俳優
ならでは”の視点で、自身が演じた歴
史上の人物をユニークに語っていく。

今月の案内人

●あなたの「おすすめ図書」を

　ご紹介してみませんか？

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）
　!klg110@town.kosa.lg.jp
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●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）
　!klg110@town.kosa.lg.jp

●人権に関するお問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）
　!klg110@town.kosa.lg.jp

　
11
月
４
日
（
火
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、
町
公
民
館
主

催
講
座
・
第
２
回
「
絵
手
紙
教

室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
久
保
幸
子
さ
ん
の
指

導
の
下
、「
実
り
の
秋
を
描
こ

う
」
を
テ
ー
マ
に
、
季
節
の
果

物
、
草
花
、
野
菜
を
画
材
に
し

た
絵
手
紙
づ
く
り
に
挑
戦
。
久

保
さ
ん
は
「
自
分
で
見
た
ま
ま

を
下
書
き
な
し
で
描
く
の
が
絵

手
紙
の
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

下
手
な
人
ほ
ど
良
い
作
品
が
で

き
ま
す
」
と
解
説
。
参
加
者
た

ち
は
思
い
思
い
に
画
材
を
選
び
、

は
が
き
か
ら
は
み
出
る
ほ
ど
に

大
き
く
描
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
、
何
年
た
っ
て
も

色
あ
せ
ず
、
思
い
を
込
め
て
描

く
季
節
の
絵
手
紙
を
大
切
な
人

に
届
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
10
月
29
日
（
水
）
豊
内
で
、

甲
佐
小
学
校
（
清
村
勢
津
子
校

長
１
８
０
人
）
の
６
年
生
38
人

が
イ
モ
掘
り
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
こ
の
同
小
の
農
業
体
験
学
習

は
、
公
民
館
講
座
「
生
花
教

室
」
の
講
師
・
村
上
諫
さ
ん

（
下
豊
内
区
）
協
力
の
下
10
年

以
上
続
け
ら
れ
て
お
り
、
児
童

た
ち
は
ス
コ
ッ
プ
と
一
輪
車
を

使
っ
て
班
ご
と
に
分
か
れ
て
収

穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。
大
き
な

イ
モ
を
掘
り
上
げ
た
児
童
は
歓

声
を
上
げ
ま
し
た
。

　
体
験
の
後
に
は
、
生
花
教
室

の
皆
さ
ん
に
よ
る
だ
ご
汁
と
お

に
ぎ
り
が
振
る
舞
わ
れ
、
児
童

た
ち
は
舌
鼓
を
打
ち
、
秋
の
豊

か
な
収
穫
に
感
謝
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
一
輪
車
５
台
が

い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
の
大
豊

作
で
、
児
童
た
ち
は
家
庭
で
食

べ
る
の
を
楽
し
み
に
笑
顔
で
大

き
な
イ
モ
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

第
２
回
「
絵
手
紙
教
室
」

▼

公
民
館
主
催
講
座

「
イ
モ
掘
り
体
験
」

▼

生
花
教
室
と
甲
佐
小
児
童

▲講師の指導の下、はがきに季
節の果物を描く参加者たち

▲大きなイモを掘り上げて喜ぶ
甲佐小６年の児童たち

●人権について知りましょう

　人権とは、人種や民族、性別を超

えて誰にでも認められる基本的な権

利であり、私たちが幸せに生きるた

めのものです。現在も人権をめぐる

さまざまな問題が生じています。

・高齢者の人権

　急速に高齢化が進み、豊かな経験

や知識がありながらも年齢を理由に

就業や社会的活動への参加が制限さ

れるなど、高齢者の人権に関わる問

題が起きています。また、介護を要

する高齢者への身体的、精神的な虐

待の問題があります。

　介護を必要としている高齢者に対

し、介護者が肉体的・心理的に虐待

を加えるなど高齢者の人権問題が、

大きな社会問題として注目を浴びつ

つあります。

　そのため、広い意味での社会保障

制度の充実を図ることはもちろん、

それぞれの家庭や地域社会で、高齢

者との日常的な交流を促進すること

が必要です。これによって、一部に

存在している「老い」が暗く、汚い

ものであるという偏見をなくし、高

齢者の豊かな経験や知識が十分に尊

重され、活用されるような環境づく

りを進めることが大切です。高齢者

の側も、社会との関わりについて前

向きな意識を持つ必要があります。

さらに、国民１人ひとりが高齢者の

人権についての認識を深めることが

重要です。

～公益財団法人人権教育啓発推進
　　センター・ホームページより引用～

▲

公民館主催講座

 第３回「絵手紙教室」のご案内
●期日

　12月９日（火）午前10時

●会場

　町生涯学習センター研修室

●内容

　年賀状作り

●講師

　久保幸子さん

●準備するもの

　・季節の画材（果物、野菜、花

　　など）

　・ポケットティッシュ

　・新聞紙

　・ヨーグルトなどの空容器（水

　　入れ用）２個

　・画材使用料　300円

●お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）


